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第 ２ ４ － ０ ２ １ 号 

２０２４年 ７月 ３０日 

２０２５年３月期 第１四半期決算について 
 

ANAホールディングス㈱は７月３０日（火）、２０２５年３月期 第１四半期決算を取りまとめました。 

詳細は「２０２５年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 
 

 

◆ 旅客・貨物ともに需要回復が続き、売上高は５，１６７億円となり、第１四半期として過去最高を更新

しました。 

◆ 特に、国際旅客の売上高は、旺盛な訪日需要や日本発の業務渡航需要を取り込み、１，８９５億円

と第１四半期として過去最高を更新しました。 

◆ 整備費の増加や人財への投資などにより営業費用も増加していますが、営業利益は３０３億円とコ

ロナ前最高益を上回る水準で、年度計画に対して順調に推移しています。 

◆ 国際線の増便・復便（パリ、ミュンヘン・ウイーン）、新規就航（ミラノ、ストックホルム、イスタンブール）

により、欧州方面の運航規模を昨年に比べ１．３倍に増やし、さらに需要を獲得しながら、年度計画

を確実に達成してまいります。 

 
 
１． ２０２５年３月期 第１四半期の連結経営成績・連結財政状態 

 

（１）連結経営成績 

  単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減 

売 上 高 ５，１６７ ４，６１０ ＋５５７ 

営 業 費 用  ４，８６４ ４，１７２ ＋６９１ 

営 業 利 益 ３０３ ４３７ ▲１３４ 

営 業 外 損 益 ６４ ▲５ ＋６９ 

経 常 利 益 ３６８ ４３２ ▲６４ 

特 別 損 益 ― ― ― 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 
２４７ ３０６ ▲５９ 

 

 単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減 

売上高 営業損益 売上高 営業利益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ４，６９５ ３３１ ４，１８５ ４２３ ＋５１０ ▲９２ 

航空関連事業 ７５０ ▲０ ６７５ ３１ ＋７５ ▲３２ 

旅 行 事 業 １６６ ▲７ １７７ １ ▲１０ ▲８ 

商 社 事 業 ３１８ １３ ２７５ １１ ＋４２ ＋１ 

そ の 他 １０３ ２ ９０ ０ ＋１２ ＋２ 
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（２）航空事業 

 

① 国際線旅客（ANAブランド） 

国際線旅客では、好調な訪日需要に加え、日本発のレジャー需要やビジネス需要を積極的に取り
込んだ結果、旅客数は前年から１６％、収入は１３％増加し、前年同期を上回りました。 
コロナ禍以降回復が遅れていた中国路線の運航再開や増便、エア・インディアとのコードシェアも開
始し、ネットワークの拡充に努めました。また、成田＝ホノルル線をエアバス A３８０型機 「FLYING 
HONU」で毎日２往復の運航としたことにより、ゴールデンウィーク期間におけるハワイ路線搭乗者数
は過去最多となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減率(％) 

旅客収入（億円） １，８９５ １，６７３ ＋１３．３ 

旅客数（千人） １，８８６ １，６２３ ＋１６．２ 

座席キロ（百万キロ） １３，８５３ １２，５５６ ＋１０．３ 

旅客キロ（百万キロ） １０，６９７ ９，６９８ ＋１０．３ 

利用率（％） ７７．２ ７７．２ ▲０．０ｐｔ 

 
② 国内線旅客（ANAブランド） 

国内線旅客では、「ANA SUPER VALUEセール」によりレジャー需要の早期取り込みを強化したこと
や、運賃を一部改訂したこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 
また、大型機のボーイング７８７－１０型機（４２９席）を羽田＝新千歳線等、需要の高い路線に投入
する等、路線ネットワークの拡大を図りました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減率(％) 

旅客収入（億円） １，５１６ １，４２５ ＋６．３ 

旅客数（千人） ９，７８０ ９，６７２ ＋１．１ 

座席キロ（百万キロ） １１，２３２ １１，３７６ ▲１．３ 

旅客キロ（百万キロ） ７，７２９ ７，６３２ ＋１．３ 

利用率（％） ６８．８ ６７．１ ＋１．７ｐｔ 

 

③ 貨物（ANAブランド） 
需要動向を見極めて貨物専用機の供給量を柔軟に調整する等、収益性の確保に努めました。特に
アジア・中国発北米向け三国間貨物の旺盛な国際線貨物需要を取り込んだ結果、輸送重量・収入と
もに前年同期を上回りました。 

                          （増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減率(％) 

国

際

線 

貨物収入（億円） ４３１ ３８１ ＋１３．１ 

輸送重量（千トン） １７４ １７１ ＋１．７ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ８９０ ８６４ ＋３．１ 

国

内

線 

貨物収入（億円） ５４ ５２ ＋２．９ 

輸送重量（千トン） ６４ ５８ ＋１０．６ 

貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ６３ ５８ ＋８．４ 
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④ Peach・AirJapan 
Peach では、国際線の旺盛な訪日需要や国内線の好調なレジャー需要を取り込んだ結果、旅客数・
収入ともに前年同期を上回りました。 

路線ネットワークでは、収益を最大化するために、使用する機材の配分を国際線に重点的に振り分
けました。国内線においては、機材配分を縮小する中でも需要を見極め、成田＝新千歳線や成田＝
沖縄線等を増便しました。 
 
２月に新たなブランドとして運航を開始した AirJapanでは、成田＝バンコク線、成田＝仁川線に続い
て、４月から成田＝シンガポール線を新規開設したことに加え、成田＝バンコク線、成田＝仁川線は
デイリー運航に増便しました。また、６月から ANA マイルから交換して航空券等の支払いが可能な
「AirJapanフライトバウチャー」を導入したほか、「サマーセール」等を実施し、新規顧客の取り込みに
努めました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【Peach】 
２０２５年３月期 

第１四半期 

２０２４年３月期 

第１四半期 
増減率(％) 

Peach収入（億円） ３０６ ２７７ ＋１０．６ 

旅客数（千人） ２，２１０ ２，１５８ ＋２．４ 

座席キロ（百万キロ） ３，０１１ ２，８５６ ＋５．４ 

旅客キロ（百万キロ） ２，５５７ ２，３９７ ＋６．７ 

利用率（％） ８４．９ ８３．９ ＋１．０ｐｔ 

     【AirJapaｎ】       

AirJapan収入（億円） １９ ― ― 

旅客数（千人） ７１ ― ― 

座席キロ（百万キロ） ４９１ ― ― 

旅客キロ（百万キロ） ２５４ ― ― 

利用率（％） ５１．９ ― ― 

 
⑤ その他 

航空事業におけるその他の収入は４５３億円（前期比２７．６％増）となりました。 

なお、航空事業におけるその他には、マイレージ附帯収入、機内販売収入、整備受託収入等が含ま

れています。 

 

 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業 

 

① 航空関連事業 

外国航空会社からの空港地上支援業務や機内食関連業務の受託が増加したほか、国際貨物の取
扱高が拡大したこと等により、売上高は前年同期を上回ったものの、人件費が増加したこと等から、
営業損失を計上しました。 

 

② 旅行事業 

海外旅行については、ハワイ方面を中心に需要が好調に推移し取扱高が増加したものの、国内旅

行については、全国旅行支援の効果があった前年同期と比べてダイナミックパッケージ商品の取扱

いが減少したこと等から、売上高は前年同期を下回り、営業損失を計上しました。 
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ANAホールディングス株式会社 広報・コーポレートブランド推進部 03-6735-1111 

③ 商社事業 

旅客需要の増加に伴い、免税店「ANA DUTY FREE SHOP」や空港物販店「ANA FESTA」、観光土産

品卸売「FUJISEY」が好調に推移したこと等により、売上高・営業利益ともに前年同期を上回りました。 

  

 

（４）連結財政状態 

                                                （自己資本比率、D／Eレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
２０２５年３月期 

第 1四半期末 
２０２４年３月期末 増減 

総資産（億円） ３６，２８３ ３５，６９５ ＋５８８ 

純資産（億円） １０，７８０ １０，５２６ ＋２５４ 

自己資本（億円）  （注１） １０，６９９ １０，４４５ ＋２５４ 

自己資本比率（％） ２９．５ ２９．３ ＋０．２ｐｔ 

有利子負債残高（億円）  １４，５０１ １４，８４０ ▲３３８ 

D／Eレシオ（倍） （注２） １．４ １．４ ▲０．１ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。     

注２：D／Eレシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
２０２５年３月期 

第 1四半期 

２０２４年３月期 

第 1四半期 

増減 

営業キャッシュ・フロー １，０９３ １，３９４ ▲３０１ 

投資キャッシュ・フロー ▲１，９８４ ▲６９２ ▲１，２９１ 

財務キャッシュ・フロー ▲５７８ ▲４３２ ▲１４５ 

現金および現金同等物の期末残高 （注１） ８，５９５ １１，４３３ ▲２，８３８ 

実質フリーキャッシュフロー（注１） ９９４ １，１０３ ▲１０９ 

注１：３か月超の譲渡性預金等を除く 

 
 

２．２０２５年３月期の見通し 
２０２４年４月２６日に発表した連結業績予想の変更は行っていません。 
 

    単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【２０２５年３月期見通し（連結業績）】 業績見通し 
前期実績 

（２０２４年３月期） 
増減 

売 上 高 ２１，９００ ２０，５５９ ＋１，３４０ 

営 業 利 益 １，７００ ２，０７９ ▲３７９ 

経 常 利 益 １，６００ ２，０７６ ▲４７６ 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 損 益 
１，１００ １，５７０ ▲４７０ 

 

以上 

 

 


